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UNHCR (国連難民高等弁務官事務所)も指摘しているように、 20 世紀は「戦争と難民の世紀J であった10 r国







19 世紀以降 1949 年までに日本にやってきた者を「老華僑」といい、 1972 年改革開放政策以降に日本にやってきた
者を「新華僑J という。本来なら、同じ中国人同士であるはずの華僑であるが、両者は互いの存在に違和感を抱き、


































次に、 「血統」が薄れつつある中での今後の華僑のあり方を、本論では、 f民族性 (racialtraits) J という外見的







に基づけば、 「華僑J とは、主観的に、自らが「華僑である J と思える華僑エスニシティを持ち、なおかつ、客観的
に、華僑コミュニティに承認された者だと定義できる。
それでは、従来考えられてきた華語の必要性はどうなるのであろうか。端的に言えば、海外華僑ネットワークへ参
入する際にのみ、結果的に華語は必要とされる。このことは、海外華僑と日本華僑との関係を考察することによって
明らかになった。
それゆえ、新華僑は、上で、行った定義からは外れてしまう。つまり、 「華僑」とは「老華僑J 社会でその一員と承
認された者のことを指しているのである。そして、ここでいう「華僑j とは、時代によって機械的に分けられた従来
の「老華僑j ではなく、エスニシティとして華僑を選択し、華僑コミュニティの側からの承認を得た者を指す。
さらに考えてみれば、今まで老華僑集団に所属していたメンバーが、長い年月を経て、日本人社会に同化し、自ら
を日本人だと思うようになることはよくあることであるし、一方、新華僑集団で、従来の老華僑社会と積極的につな
がっていこうとする集団も確認されている。このように華僑といわれる人々の構成人員は大変流動的である。
今後の課題として、更に深く華僑社会を追っていきたいと思う。現在、老華僑三世を中心に、新華僑との結婚や交
流、また商売上のつながりなどが見られる。そして、新華僑も徐々に定住をはじめている。老華僑一世のように、店
2 ここではコミュニティを或る一定の共通意識をもった社会集団とする。
- 792-
を構える新華僑、日本で生まれた新華僑の二世の存在など、老華僑と似通った道を通りながら、それでいて、まった
く別の方向から世代を越えて変容しつつある様子が見られる。今後は、新華僑社会の出現とともに、従来の華僑社会
が新たに統合されてし、く可能性も考えられるのではないかと思う。
論文審査の結果の要旨
1972 年の改革開放政策以降、中国からは、日本人帰国者の家族、日本人を配偶者に持つ人々、留学生や就学生、
さらには不法就労者など、現在「新華僑J とも呼ばれる中国人が多く来日して生活を営んでおり、以前から日本の社
会に定着し、一つのコミュニティを形成している「老華僑」とは明らかに異なったあり方をしている。また老華僑の
方も、世代を経るにしたがって、その意識が次第に変化してきている。
従来の華僑研究では、歴史的な観点からの研究が主で、あって、華僑の帰属意識やアイデンティティを扱った例はき
わめて少なく、さらに、歴史的な研究成果を踏まえた上での、新華僑を含めた現代日本における華僑全体を扱った本
格的な研究はいまだなされていなし、。
本論文は、歴史的研究や理論的研究を含む多くの先行研究やさまざまな資料を渉猟しつつ、実に精力的なインタビ
ューと幅広くかっ綿密なアンケート調査(海外華僑に対するものも含まれている)、およびそれらの詳細な分析に基
づき、老華僑・新華僑双方の意識と実態を明らかにすることによって、現代日本における華僑の全体像に迫ろうと試
みたものであり、独創性に富む貴重な研究となっている。
本論文には、華僑の帰属意識を論じる際の方法論や日本語の表現などにおいて、若干不備な点も認められる。しか
しながら、本論文全体の価値を損なうものではない。
以上により、本論文は博士(言語文化学)の学位論文として十分に価値あるものと判断する。
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